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曽我信之氏社長そが・のぶゆき富士機械製造
モ
ノ
づ
く
り
に
大
き
な
価
値

工夫する実直な県民性

　
ロ
ボ
ッ
ト
生
産
額
で
中
部
地
域
首
位
の
企
業
が
愛
知
県
に
あ
る
。
電
子
部
品
実
装
機
で
知
ら

れ
る
富
士
機
械
製
造
だ
。
同
社
は
１
９
５
９
年
、
「
単
能
機
」
と
呼
ぶ
自
動
車
産
業
向
け
旋
盤

の
開
発
・
製
造
で
創
業
し
た
。
さ
ら
に
、
受
注
変
動
の
波
が
大
き
い
旋
盤
事
業
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
、
育
成
し
た
の
が
実
装
機
事
業
だ
っ
た
。
曽
我
信
之
社
長
に
、
モ
ノ
づ
く
り
と
愛
知
県
の

か
か
わ
り
を
聞
い
た
。

名
古
屋
編
集
委
員
・
山
中
久
仁
昭

　
―
多
く
の
製
造
業
経
営
者
か

ら
「
愛
知
県
は
操
業
に
最
適
な

環
境
」
と
聞
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、そ
う
い
え
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
を
筆
頭
に
、
自

動
車
や
機
械
と
い
っ
た
モ
ノ
づ

く
り
企
業
が
多
い
。
愛
知
県
は

東
京
と
京
都
の
中
間
点
で
、
か

つ
て
は
東
海
道
の
人
の
往
来
で

各
地
の
文
化
の
交
流
が
図
ら
れ

た
。
愛
知
県
の
文
化
は

い
い

と
こ
取
り

や

融
合

と
い

わ
れ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
合

理
的
な
も
の
を
重
ん
じ
る
精
神

が
あ
る
。
愛
知
県
は
温
暖
な
気

候
に
恵
ま
れ
た
農
業
県
で
も
あ

り
、
工
夫
す
る
実
直
な
県
民
性

は
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
。
一
方
で
多
く
の
外
国
人
を

受
け
入
れ
る
国
際
性
に
富
ん
だ

地
域
だ
。
そ
し
て
何
よ
り
愛
知

県
民
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に
汗
す

る
こ
と
に
大
き
な
価
値
を
置
い

て
い
る
」

　
―
旋
盤
で
創
業
し
た
富
士
機

械
製
造
が
、
実
装
機
を
軌
道
に

乗
せ
る
ま
で
紆
余
曲
折
が
あ
り

う

よ

ま
し
た
。

　
「
旋
盤
で
は
自
動
車
産
業
の

成
長
に
伴
っ
て
、
部
品
を
低
コ

ス
ト
に
量
産
で
き
る
技
術
を
確

立
し
、
海
外
に
も
進
出
し
た
。

し
か
し
工
作
機
械
は
設
備
投
資

型
産
業
で
景
気
変
動
に
よ
る
浮

き
沈
み
が
大
き
い
。
そ
の
対
策

と
し
て
、
工
作
機
械
の
延
長
線

に
あ
る
組
立
機
に
ト
ラ
イ
し

た
。
当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
組
立

機
を
手
が
け
た
が
、
使
わ
れ
方

は
多
種
多
様
で
機
構
的
に
も
複

雑
だ
っ
た
。
実
装
機
は
工
作
機

械
と
は
異
な
る
未
知
の
分
野

で
、
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で

年

程
度
か
か
っ
た
」

　
―
い
ま
で
は
工
作
機
械
以
外

が
売
上
高
の
９
割
を
占
め
る
ま

で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
「
実
装
機
は
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

や
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
違
う

が
、
ロ
ボ
ッ
ト
業
界
で
は
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
自
動
化
設
備

は
、
人
が
で
き
な
い
こ
と
、
人

が
行
う
と
大
変
な
困
難
を
伴
う

作
業
を
代
替
で
き
る
。
社
会
的

に
大
い
に
役
立
つ
設
備
で
あ

り
、
当
社
の
事
業
と
し
て
も
意

義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
」

　
―
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

に
伴
っ
て
、
人
が
往
来
す
れ

ば
、
人
に
付
随
す
る
技
術
が
流

出
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を

完
全
に
食
い
止
め
る
の
は
難
し

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
技

術
は
ど
ん
ど
ん
先
を
進
む
べ
き

だ
。
気
に
な
る
の
は
日
本
の
国

際
競
争
力
だ
。
韓
国
は
Ｉ
Ｔ
分

野
な
ど
で
官
民
一
体
と
な
っ
た

集
中
的
投
資
を
行
っ
て
お
り
、

日
本
の
政
府
も
産
業
界
も
こ
の

分
野
で
ど
う
勝
ち
残
る
べ
き

か
、
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
」

　
―
医
療
機
器
や
航
空
・
宇
宙

分
野
な
ど
有
望
産
業
に
ど
う
ア

プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
か
。

　
「
当
社
は
モ
ノ
づ
く
り
を
支

え
る
設
備
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、

製
品
は
新
成
長
分
野
の
顧
客
に

も
使
っ
て
い
た
だ
け
る
。
よ
り

複
雑
な
加
工
へ
の
対
応
、
使
い

や
す
い
操
作
と
い
っ
た
改
善
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
不

断
の
努
力
を
重
ね
て
要
素
技
術

の
芽
を
生
み
出
し
た
い
。
た

だ
、
１
社
で
あ
れ
こ
れ
新
し
い

こ
と
に
対
応
す
る
に
は
限
界
が

あ
る
。
大
学
や
他
社
と
連
携
し

て
迅
速
な
開
発
・
販
売
体
制
を

と
る
こ
と
も
検
討
す
る
」

　
製
造
業
が
集
積
す
る
愛
知
県
に
は
理
工
学
系
の
学
部
を
持
つ
大
学
も
多
く
、
産
学
共
同
研
究

も
活
発
だ
。
少
子
化
で
大
学
間
の
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
名
古
屋
工
業
大
学
は
デ
ン
ソ
ー
、

日
本
ガ
イ
シ
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
と
い
っ
た
地
元
の
大
手
企
業
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
所
な
ど
を

設
立
し
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
用
的
な
研
究
を
行
う
体
制
を
整
え
た
。
高
橋
実
学
長
に
大

学
の
勝
ち
残
り
戦
略
や
今
後
の
研
究
の
あ
り
方
な
ど
を
聞
い
た
。

名
古
屋
・
市
川
哲
寛

高橋実氏学長たかはし・みのる名古屋工業大学
愚
直
に
技
術
シ
ー
ズ
実
用
化

産業集積地企業と緊密連携

　
―
現
在
の
経
済
状
況
を
ど
う

見
ま
す
か
。

　
「
わ
が
大
学
の
学
生
の
就
職

率
や
、産
学
共
同
研
究
の
件
数
、

金
額
な
ど
か
ら
見
る
限
り
厳
し

さ
は
感
じ
て
い
な
い
。
２
０
１

２
年
の
就
職
率
は
学
部
生
が

％
台
、
修
士
課
程
修
了
者
は

％
台
で

年
と
同
程
度
の
高
い

水
準
だ
っ
た
。
共
同
研
究
は
件

数
、
金
額
と
も
に

年
の
金
融

危
機
の
影
響
で
落
ち
込
ん
で
か

ら
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
た
だ

今
後
を
見
通
す
の
は
難
し
い
」

　
―
愛
知
県
の
大
学
や
企
業
の

強
み
は
。

　
「
自
動
車
や
航
空
宇
宙
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
産
業
が
集

積
し
、
製
造
業
を
中
心
に
業
界

ト
ッ
プ
の
企
業
が
多
い
。
ま
た

工
学
部
を
持
つ
大
学
が
国
公
私

立
合
わ
せ
て
九
つ
あ
る
。
人
口

規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
埼
玉
県
の
３

倍
で
、
産
業
と
同
様
に
集
積
度

が
高
い
。
産
学
共
同
研
究
な
ど

で
緊
密
な
連
携
が
し
や
す
く
、

愚
直
に
着
実
に
技
術
シ
ー
ズ
を

実
用
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と

で
、
大
学
と
企
業
、
双
方
の
信

用
度
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」

　
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
所
な

ど
の
活
動
を
通
じ
、
産
学
共
同

研
究
体
制
を
改
革
し
て
い
ま

す
。

　
「
新
興
国
の
台
頭
な
ど
で
国

際
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
研

究
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
デ
ン
ソ
ー

や
日
本
ガ
イ
シ
な
ど
と
の
共
同

研
究
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
選

定
や
研
究
進
行
に
お
け
る
意
思

決
定
を
早
く
す
る
た
め
、
両
者

の
幹
部
が
出
席
し
て
討
論
す
る

場
を
設
け
た
。
ま
た
、

年
度

に
設
置
す
る
窒
化
物
半
導
体
マ

ル
チ
ビ
ジ
ネ
ス
創
生
セ
ン
タ
ー

で
は
、
基
盤
技
術
か
ら
応
用
技

術
ま
で
産
学
官
一
体
で
一
貫
し

て
研
究
す
る
こ
と
で
素
早
い
実

用
化
を
目
指
す
」

　
―
地
域
の
発
展
へ
の
貢
献
度

も
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
地
域
の
中
心
で
あ
る

自
動
車
関
連
の
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
中
核
人
材
育
成
を
目

指
し
、
次
世
代
自
動
車
工
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
を
昨
年
設
け

た
。
ト
ヨ
タ
電
気
駆
動
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
所
や
工
場
長
養
成

塾
な
ど
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
、
わ

が
大
学
の
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
や
動
力
制
御
な
ど
の
強

み
を
融
合
し
、
高
密
度
モ
ー
タ

ー
の
開
発
や
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
育
成
な
ど
を
目
指
す
」

　
―
大
学
の
生
き
残
り
を
か
け

て
教
育
体
制
も
改
革
し
ま
す
。

　
「
わ
が
大
学
の
学
部
生
の
約

７
割
が
大
学
院
の
修
士
課
程
に

進
学
す
る
現
実
を
踏
ま
え
、
６

年
間
で
一
貫
し
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
導

入
す
る
。
従
来
の
４
年
間
や
２

年
間
よ
り
、
長
期
で
視
野
を
広

げ
た
研
究
が
で
き
る
。
次
世
代

の
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
環
境

問
題
の
よ
う
な
地
球
規
模
の
課

題
解
決
が
図
れ
る

ス
ー
パ
ー

工
学
修
士

を
育
成
す
る
」

　
―
海
外
交
流
も
盛
ん
で
す
。

　
「
学
生
や
若
手
研
究
者
の
海

外
派
遣
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

な
ど
が
活
発
化
し
て
い
る
。
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業

体
験

や
海
外
の
大
学
の
教
員

養
成
な
ど
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
多
様
化
が
貢
献
し

て
い
る
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
ラ
ン
ボ
ル
ギ

ー
ニ
と
炭
素
繊
維
の
加
工
技
術

の
共
同
研
究
を
検
討
中
で
、
海

外
企
業
と
の
つ
な
が
り
も
増
え

る
だ
ろ
う
。
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
す
る
た
め
、
韓
国
、

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ

ー
シ
ア
に
同
窓
会
を
設
け
た
」

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １１月２６日 月曜日 　　


